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新 刊 紹 介

0 徳田御稔著 道化・系統分類学 (I , II, 全二冊） 共立全書

著者は長らく京都大学で進化学と系統分類学の講義を担当してこられた。 これはその内

容を公表されたものである。 著者の企図は， I のまえがきに簡潔にのべられているが， 種

の分岐の機構を論ずる種分化論と下等で簡単な体制をもつ生物から高等で複雑な体制をも

つ生物への進化を結ぴつけて論じなおすという今日的課題にとりくむために， ラマルク・

ダー ウィンの進化学説を正確に知り， 次にその後の進化学的研究の成果を整理するという

作業をやらなければならない その作業をこの著作で行うということにある。

そして， 著者が
“

改稿進化論” や “進化学入門 ”

で確立してこられた見地がさらに一段

とすすめられ多数の文献としっかりした論理によって読者に承認を迫るのである。

著者の論旨に反対する立場の論者もあるであろうが， このようなしっかりした講義を受

けることのできた学生諸君をうらやましがらない人はいないであろう。 （古池 博）

0 村井三郎著 岩手県植物文献目録 B5 版， 92頁， 岩手植物の会発行， ¥500円。

著者の言葉を借用すると， 岩手県の植物各分野を研究するに当り， 過去の諸先輩が如何

なる業蹟を残しているかをまづ調べてから， 自分の調査研究に着手するのが自然科学者の

とるべき常識であるから， その指針として， この書を編集されたと言って居られる。

内容を見ると， 第 1 項は著者別文献目録で， 岩手県関係の植物文献を 822 篇あげて居ら

れる。 所々に本誌の名もみられ， 本県の植物研究にも若干の貢献をし得たことをよろこば

しく思っている。

以下， 第2項 年代別著者目録， 第3項 研究項目別著者目録， 第4項 特定研究者の

略歴， 第5項 著者の思い出となっている。 入手御希望の方は盛岡市下台館向町23-23

猪苗代正憲氏に代価を送られるとよい。 （里見信生）

0 大原準之助著 愛知県国有林の植物誌 A5 版， 179 頁， 名古屋営林局発行 非売

品

著者は愛知県内に分布する， シダ植物以上の植物の種類数を 197 科 2,322種と数えてい
る。

それで， 著者は日本の中央に位謹する愛知県は全国的にみて 「日本の平均的な自生植物

をはとんど網羅しているといっても過言でない。 すなわち， 愛知県のフロラを解明するこ
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